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米国UL 寄付講座 明治大学安全学研究所共催

製品と機械のリスクアセスメント

製品安全と機械安全について、主にリスクア

セ ミナ ー (D  セスメン トの面から請義を行う。まず、製品安

轟的  99ツ357駐彗畠マ場鍮ξ哩ぎ 、
具体的な事例を基に、製品安全における消費者

(注)本講座は、理工学研究科新領域創造専攻の科目である新領域創
  受 講 料

造特論 3を一般に公開するものです。
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轟轟製当ち色:鷹管理巽   コーディネ…夕  向殿 政男 明治大学理工学部教授
安全な機械を使つて安全に作業すること、すなわち、安全な機械を   曜 日  土曜日

設計して、安全な生産ラインを構築し、安全な職場で作業すること   会 場  リバティタワー教室

E11:L[[z曇曇:「7::i][;曇[I:]膚[「II[   電 昌  ::E°
～16:10

回 数  16回 (8日間)動の実践方法を紹介する。

10,000円 (一般 )

9,000円 (法人
*)

教 材  オリジナルレジュメ

ポイント  警長彙
鸞 驚動 わず拳宵
安全に興味を持つ一般の方々から、安全を学習する学生 。大学院生、および企

業および公官庁の安全関係者 (安全管理者、製品設計者、法規・規格担当者、安

全評価関係者、経営者、等)まで、広く受講されることを期待しています。

向殿 政男 明治大学理工学部教授

明治大学大学院工学研究博士課程修孔 工学博士。専門はファ

ジィ(あ いまいの科学)理論、人工知能、機械安全、製品安全、工

学博±。元日本ファジィ学会会長、元日本信頼性学会会長。現

在、安全技術応用研究会会長、日本学術会議連携会員。私立大

学情報教育協会会員。

ULか らのこ挨拶

アンダーライターズ・ラボラトリーズ インク (∪ L)といたしまして、安全研究のための講義の支援として、日本における安全学の第一

人者であります明治大学、同大学向殿教授とパートナーシップを組むことができ、再度の喜びとともに名誉なことと考えております。この

新しい考えに基づく講義|よ 、製品や社会の安全の分野における学生並びにビジネスに関わる方々を教育し、刺激を与えるお役にたつことで

しょう。そして、そのことは、製品がますます複雑になりかつ製造業の方々が世界に広がるサプライチェインを採用されるようになつたこ

とで非常に重要なこととなつています。昨今の経済状況は、企業としヽうものがより少ないコストでより多くのことをしようと努力されてお

られるなか、製品安全ということにもつと重点を置く必要性を生み出してしヽるのです。

∪Lは、公共安全ということに焦点をあてて事業を営んでいる米国に本社をおく会社です。その企業ミッシ∃ン、使命は、安全科学と八ザー

ドベーストセーフティーエンジニアリング (HBS巨)を通じて人々のために安全な生活と職場環境を促進することであり、その使命達成の

ため、ULは 、安全規格を策定し、安全試験を行い、そして製品安全認証を発行しています。電気・電子機器の製造業を中心に、米国に製品

を輸出される日本の企業の皆様によくしられています。

明治大学とパー トナーシップを組み始めてから三年になるわけですが、向殿教授のクラスを受講される皆様に敬意を表したいと存じます。

この講義を修得さねて、∪Lのように安全な世界の構築にむけてお仕事をされ、またより安全な社会を作り上げてしヽかれることと存じます。

敬具

オーガスト W.シ エーフアー

上級副社長兼公共安全担当役員

コーディネータ・講師紹介

羅米廷当 詰晃案論黒斉イ
ルタント

(株)東芝入社後、医療機器事業部門において製品開発業務従事。

その後、PS(製品安全)専門家として社内PSマネジメントシステム

構築、PSレビュー業務を担当。退職後は企業のコンサルタント及び

NITE技術顧問。専門は、リスクアセスメント及び評価 。対策技術と

してのR―Map手法の研究と実践。 (財 )日科技連R―Map実践研究

会統括主査。

74

阿部 勇治 (株)UL Japan 製品認証部。部長

事務機器メーカーで国内外の電気製品安全認証取得を担当後、

電気製品安全認証取得代行サービス会社勤務を経て、USAを拠

点にグローバルに製品安全認証を展開するULの、日本に於ける活

動拠点であるUL」apanで国内外の電気製品安全認証発行業務

を立ち上げ、現在は同社の製品認証部長。

農由敢量量妻型増輻
NITEが 02～05年度に収集調査した情報によって誤使用事故と年齢等の

関係を分析。05年度には消費者向けと事業者向けの2つの誤使用事故

防止ハンドブックを作成。また、07年度には我が国の製品安全基準の整

備のあlり 方、08年度にはおしゃれ用カラーコンタクトレンズの安全性のあり

方を提言。09年度NITE製品安全センターのテレビ。新聞報道などを担当。

嵩彩絹徴詰雫』肇寄喬喜鼻イ
ルタント

(株 )東芝・DM社の製品安全専門家を経て現職。 (財 )家電製品協会、

(社)電子情報技術産業協会等の製品安全、品質マネジメントシステ

ム、適合性評価システム等の委員長、主査等を歴任。日本工業標準調

査会・適合性評価部会、」NLA電 気分科会、JIS原案作成委員会、電

気用品調査委員会・部会委員等を歴任し、家電製品の基準・認証制

度の創設・運営に従事。

運蹟誠二 晶署笑寧群前奄露裏最
教授

東京電機大学電子工学科卒業、同年日本信号株式会社入社、2001

年長岡技術科学大学客員教授、2004年 同大学教授、現在に至る。

主にフェールセーフシステムの研究・開発・ヨ晴十に従事。日本機械学会、

日本ロボット学会、日本信頼性学会会員。工学博±。
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(土 )

安全学と |よ 、安全につしヽて技術、人間、

あるが、本講座では、製品安全について、
組織等の側面から領域横断的に、包括的に眺める新 しい学問で

安全学の視点から幅広 く、その特徴と課題等について考察する。
向殿

消費生活用製品の安全性確保のためには、製造メーカーの責任と共に流通事業者と消費者の役害」りも重

要である。このとき、製品の安全認証や安全マークの果す役害」が極めて大きい。本講義では、世界の製

品安全認証を紹介 しつつ認証制度の役害」につき考える。

阿部
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10/16

(土 )

製品事故の うち「使用方法等が原因で事故となつたものJは誤使用の事故としヽわれ、死亡事故、重傷事

故につなが りやす く、子ども、高齢者などが被害者にな りやすい。使う側の視点で実際に発生 した事故

か ら、製品の誤使用を考察する。また、誤使用の事故を防ぐの |よ 、誰か。欧州の安全規制、ISO/IECガ

イ ド51の制定の経緯、社会的許容される安全と|よ 。リスク低減の順位 ‐方法、組織のあ り方など、作る

側が配慮すべきことは何か。誤使用はいかにしたらなくなるのか考える。

長 田

５

・
６

10/30
(土 )

安全の概念は時代と共に変化 し、現在では、安全 |ま リスクの大きさで判断される。従来の強制的な技術

基準への適合だけでな く、製品の安全性を企業が自主的に評価 し、第三者に安全であることを説明でき

るようにする リスクアセスメン トの波が欧州から押 し寄せてきている。本講義で |よ 、 リスクアセスメン

手法としてのR Mapを使用 して、社会が求める安全 レベルまで リスクを低減する方法について理解 し、

実際に発生 した製品事故のリスク評価を実施 し、分析 してみる。

松本
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11/13
(土 )

安全管理はどのように行われるのか。また、安全確保と保証の関係はどのように考えればよいのか。現

在の法制度とともに考える。前半では事故を起こさないため (ビ フォアー)の製品安全確保策につしヽて

明 らかにする。後半では、事故が発生 して しまつた場合 (ア フター)の製品安全確保策について明 らか

にする。なお、今後の課題等について整理する。

高杉
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11/27
(土 )

機械安全に関わる国際規格体系とその特徴について解説すると共に、国際規格で求め られる安全管理の

例について紹介をする。

蓬原

国際安全基準であう SO/ECガイ ド51などを用いて安全の基本的な考え方を説明するとともに、機械類

の安全性規準のうち最も基本的かつ広範な内容を持つIS01 21 00で 規定される リスクアセスメン トと3
ステップメソッ ドについて説明する。

宮崎
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12/11

(土 )

機 械安全 設 計 の 原則 を定めたIS01 21 00(」 iS B 9700)、 リス クア セ ス メ

IS014121(」 IS B 9702)の 両規格に基づいたリスクアセスメン トを概説 し、
ン トの 原則 を定 めた
その意義を考える。

福 田

重大災害はむ しろ増大の傾向にある。この背後にある根本原因について考察を行うとともに、労働安全

分野を対象とした新たな リスクアセスメン ト手法と保護方策のあり方を提案する。
梅崎
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12/25
(土 )

機械の安全 を確保するための制御 システムの設計ガイ ドと してIS013849 1が 本格的に適用される。信
1

雷じ賃ξ歯8雲墾纏侯|こ電gl署饒肇事管訂轟暑■95三雰含嚢罫男昇飛名蔵IP奎催F梶寝お墓茎8纏 1 川池
保するための電気 電子制御システムの設計ガイ ドをIEC60204と IS013849 1を 参考にしなが ら解

説する。また複数の機械を組み合わせたライン・システムとしての安全確保についてIS011161を参考 |

に事例を交えて解説する。電気エンジニアの設計ガイ ドである。                   |
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1/15

(土 )

「安全と品質 |よ企業活動の生命線 (根幹 )」 であり、共通要素を持つ。昨今、安全と品質が社会的問題になるケー

スも多く、企業運営にとつて大変重要なテーマになつている。安全と品質の根本的な課題をいかに事前に発

見して解決をしていくか、卜∃夕自動車をはじめとする大企業及び中小企業における活動の経験から実践論に

ついて説明する。「安全活動は企業体質を強化するために有効な手段」であり、トヨタ生産方式 (TPS)に
もつながる。「本質安全化の進め方」や「モノづくりは人づくり」の本質について解説する。

古澤

〔懇親会〕なお、最終日の1/15(土)は、授業終了後、講師と受講生参カロで懇親会をする予定です。

この講座のお申込は、「電話」「FAX」 「メール」での受付となります。ホームページからの「オンライン申込Jはこ利用いただけませんのでこ了承ください。

、:,, 03¨ 3296-4423      03-3296‐ 4542警 t環驚:格 academy@m:cs.meJi.aC.ip

雪路廷工虐堪尾奎檀獣
工業連合会

明治大学大学院理工学研究科基礎理工学専攻博士後期課程

修了、学術博±。社団法人日本機械工業連合会標準化推進部、
!SO/丁 C199国内審議委員会幹事、ISO/丁 MB ttAG Guide78
委員。その他、(元)CEN/Cl14/SG(欧 州標準化機構)委員、

(元 )人間特性基盤整備推進委員会委員など。

il逃 讐讐塁花金是奇嵩燿干
業連合会

大阪工業大学電子工学科卒。オムロン株式会社欧州現地法
人にてPLCの プロダクト・マネージャー、販売会社および製

造会社の社長を歴任。28年 間の欧州潜在経験を生かして安

全事業の立ち上げに貢献。日本機械工業連合会の各委員を

歴任。定年退職後、労働安全コンサルタント等のコンサルタ

ント業を営む。2008年 より現職。

古澤  登 菱栄工機関技監

(元 トヨタ自動車149(現 )安全衛生推進担当部長)、 トヨタ自動

車い安全衛生推進部所属後、一貫して安全衛生活動の全社統

括を担当し各種活動を確立。 トヨタグループ等関係会社ヘ

活動を展開。同部の担当部長を経て、平成16年 7月 に菱栄工

機に転籍し代表取締役専務、平成21年6月 技監に就任。中央

労働災害防止協会や日本機械連合会等の各種委員を歴任、そ
の間、緑十字賞、愛知労1動局長功労賞などを受賞。企業指導、

講演多数。
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鎗由饉受」
東洋電機製造株式会社設計部、横浜国立大学工学研究員講

師を経て、2006年 長岡技術科学大学システム安全系准教授。
2010年 同教授。日本機械工業連合会!EC/TC44委 員会冨1主
査、日本工作機械工業会電気安全専門部会等委員、日本機械学

会、安全工学会、日本信頼性学会等の会員。博士 (工学)。

継路量臭櫻穣す      得部長
博士 (工学)。 民間の電機会社勤務の後、1983年労働省入省。

労働基準監督署で安全衛生監督業務に従事した後、1987年 に

労働省産業安全研究所(現独立行政法人労働安全衛生総合研

究所)機械研究部に転任。現在に至る。博士(工学)、 技術士 (総

合技術監理部門、機械部門)、 労1動 安全コンサルタント。



入金・受講申込FAXフォーム (個人会員用)

(は じめて入会・受講の方   )0 (1.新 規入会 )に○印をして、 ①講座受講申込欄 + ②入会申込欄 を記入

(過去に会員であつた方    )0 (2 再 入 会 )に○印をして、 ①講座受講申込欄 + ②入会申込欄 を記入

*会員更新は、会員期間内(3月末日)のみ手続き可能です。会員期間を過ぎた場合(4月 1日以降)は、再入会になります。

(既リバティアカデミー会員のつ  O ①講座受講申込欄 のみ記入

会員のこ入会については、お電話にて
FAX 03‐3296‐4542(TEL 03‐3296‐4423)会員案内」をこ請求ください。

f導ミ
:雁

i幸晨※既リバティアカデミー会員の方のみ記入してください。

会員番号     1       氏 名 電話番号

お申込講座
N0 講座コー ド 講座名

2

3

1.明治大学カー ド会員   カー ドブランド:□∪Cカ ー ド ロDCカー ド ロNICOSカ ー ド

ド□三井住友カー ド ロ」CBカー

/学部学科・学年2.学 生 。生 徒     [学校名 :

]3.明治大学教職員     [所  属 :

4.リバティアカデミー特別会員 (明治大学 120周年募金に協力し、特別会員証を授与された方)

、Club Off AIliance5.福利厚生倶楽部会員、CL∪ B CCI会員、ふろむな倶楽部会員

卜・ステーション会員6.ベネフィッ

私は、「リバティアカデミー入会と受講のこ案内」(p76、 77)を確認し同意したので、入会を申し込みま硯

フ リ ガ ナ

氏  名

連 絡 先

□ 自宅

□ 勤務先

住 所

一Ｔ

市電 話 F A XI
携帯電話 Eメールアドレス

生 月」 男 女   1生 年月日(西暦 ) 年 月 日

勤務先名 所 属 部 課 役 職

学 校 名 学部・学科 学 年

1 該当項目につしヽて数字を

1  印で回んでくださしヽ。 1.新規入会 2.再入会

※入会だけのお申込はできません。必ず「①講座受講申込欄」をこ記入ください。

ご自身にあてはまる項目について、数字をOF口で囲んでください。

業職こ 1,大学生・大学院生 2.専門学校生 3.会社員
フ.専門職 (会計士等)8.アルバイト・派遣社員

5.学校/医療・福祉関係 6.公務員
11.その他

4.会社経営。自営
9.主婦 10.無職

ご興味・ご関心のある分野について、数字を○印で囲んでください。(3つまで)。

1.考古学 2.日 本史 3.博物館 4.世界史 5.音楽 6.絵画 フ.文章表現・創作 8.日 本文学 9.映画・写真
10.外国文学 11.伝統文化 12.福祉・介護 13.教育心理学 14.環境 15.バイオ・食物 16.外国語会話
17.旅行 18.NGOoNP0 19.政 治・行政 20.経営 21.財務。金融 22.組織。人事 23.法律・法務
24・ マーケティング 25.1丁・情報 26.中 小企業経営 27.MBA 28.起業・ベンチャー 29.資格取得
30.その他 ( )
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